
 
 

 
福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
 2.41 放射性物質分析・研究施設第1棟 

 (中略) 
2.41.2.1 主要仕様 

 (中略) 
2.41.2.1.2 換気空調設備 

 (中略) 
 

(5) 鉄セル・グローブボックス用排気フィルタユニット 

名称 

 

鉄セル・グローブボックス用排気フィル

タユニット 

主要寸法 高さ ㎜ 2300 

幅 ㎜ 1000 

奥行 ㎜ 1000 

材料 ケーシング - SUS304 

容量 m3/h/基 3000 

基数 基 2 

 

(6) フード用排気フィルタユニット 

基 数      7基 

容 量      12000m3/h/基 

 

(7) 管理区域用排気フィルタユニット 

基 数      18基 

容 量      9000m3/h/基 

 
(中略)  
 
 

 2.41 放射性物質分析・研究施設第1棟 

 (中略) 
2.41.2.1 主要仕様 

 (中略) 
2.41.2.1.2 換気空調設備 

 (中略) 
 

(5) 鉄セル・グローブボックス用排気フィルタユニット 

名称 

 

鉄セル・グローブボックス用排気フィル

タユニット 

主要寸法 高さ ㎜ 2300 

幅 ㎜ 1000 

奥行 ㎜ 1000 

材料 ケーシング - SUS304 

容量 m3/h/基 1370 

基数 基 2 

 

(6) フード用排気フィルタユニット 

基 数      7基 

容 量      11145m3/h/基 

 

(7) 管理区域用排気フィルタユニット 

基 数      18基 

容 量      8824m3/h/基 

 

(中略)  
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計進捗による容量

の見直し 
 
 
 
設計進捗による容量

の見直し 
 
 
設計進捗による容量

の見直し 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 2.41 放射性物質分析・研究施設第1棟 

 (中略) 

2.41.2.1.3 液体廃棄物一時貯留設備 

 (中略) 

(現行記載なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 主要配管 

名称 仕様 

分析廃液中間受槽出口から分析廃

液移送ポンプ入口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A(Sch.40) 

SUS316LTP 

0.98MPa 

66℃ 

分析廃液移送ポンプ出口から分析

廃液受槽A～C入口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

40A(Sch.40) 

SUS316LTP 

0.98MPa 

66℃ 

分析廃液受槽A～C出口から分析廃

液払出口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A(Sch.40) 

SUS316LTP 

大気圧＋Vac. 

66℃ 

 

 

 

 

 

 2.41 放射性物質分析・研究施設第1棟 

 (中略)  
2.41.2.1.3 液体廃棄物一時貯留設備 

 (中略) 
(5) 設備管理廃液受槽 A，B 

名称 設備管理廃液受槽 A，B 

公称容量 m3 30 

最高使用圧力 MPa 静水頭 

最高使用温度 ℃ 66 

主要寸法 高さ（外寸） ㎜ 4191 

胴径（内寸） ㎜ 3800 

厚さ ㎜ 9 

材料 - SUS304 

基数 基 2 

 

(6) 主要配管 

名称 仕様 

分析廃液中間受槽出口から分析廃

液移送ポンプ入口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A(Sch.40) 

SUS316LTP 

0.98MPa 

66℃ 

分析廃液移送ポンプ出口から分析

廃液受槽A～C入口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

40A(Sch.40) 

SUS316LTP 

0.98MPa 

66℃ 

分析廃液受槽A～C出口から分析廃

液払出口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A(Sch.40) 

SUS316LTP 

大気圧＋Vac. 

66℃ 

設備管理廃液受槽A，B出口から設

備管理廃液払出口まで 

（鋼管） 

呼び径/厚さ 

材料 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A(Sch.40) 

SUS304TP 

大気圧＋Vac. 

66℃ 
 

 
 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料－2 

 
 
 
 

添付資料－2 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
設計進捗による見直

し（ポンプ配置の確定

に伴う分析廃液移送

ポンプ A,B の追記） 
 
 

 

第
１
棟
の

機
器
配
置

図
 

1
階

 

第
１
棟
の

機
器
配
置

図
 

1
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（フード及び鉄セル

の配置の適正化） 

 

第
１
棟
の

機
器
配
置

図
 

2
階

 

第
１
棟
の

機
器
配
置

図
 

2
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料－3 

（中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

添付資料－3 

（中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う主要廃棄物

フローの変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要廃棄物の範囲の

明確化 

 

第
1
棟

の
分

析
試
料

等
フ
ロ

ー
図

 (
2)
主

要
廃

棄
物

フ
ロ

ー
図

 

第
1
棟

の
分

析
試
料

等
フ
ロ

ー
図

 (
2)
主

要
廃

棄
物

フ
ロ

ー
図

 

5



 
 

 
福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－6 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

添付資料－6 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記載の適正化 

 

第
１
棟
の

液
体
廃
棄

物
一
時

貯
留
設
備

概
略

系
統

図
 

第
１
棟
の

液
体
廃
棄

物
一
時

貯
留
設
備

概
略

系
統

図
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－7 

第1棟の施設外への漏えい防止能力についての計算書 

（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

添付資料－7 
第1棟の施設外への漏えい防止能力についての計算書 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（基礎体積の増加に

伴う変更）， 
 
漏えいを想定する槽

の見直し（より保守的

な評価への変更） 
 

 

表
－

１
 
漏

え
い
防
止

能
力

の
評

価
 

表
－

１
 
漏

え
い
防
止

能
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の
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価
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積
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図
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
漏えいを想定する槽

の見直しに伴う追加 
 
 
 
 
 

 

図
－
１

 
液
体
廃
棄

物
一
時

貯
留
設
備

 
堰
を

明
示

し
た

図
 

図
－
１

 
液
体
廃
棄

物
一
時

貯
留
設
備

 
堰
を

明
示

し
た

図
 

分
析
・
研
究
施
設
第

1
棟

 
1
階
 

堰
の
範
囲
 

漏
え
い
検
知
器
 

分
析
廃
液
中
間
受
槽

 

塩
酸
含
有
廃
液
受
槽
 

設
備
管
理
廃
液
受
槽

A，
B 

分
析
廃
液
受
槽

A～
C 

分
析
・
研
究
施
設
第

1
棟
 
1
階
 

堰
の
範
囲
 

漏
え
い
検
知
器
 

分
析
廃
液
中
間
受
槽
 

塩
酸
含
有
廃
液
受
槽
 

分
析
廃
液
受
槽

A～
C 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 
変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料―8 
第1棟の遮へいに関する検討書 

(中略)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

添付資料－8 
第1棟の遮へいに関する検討書 

(中略) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
－
１
 
第
１
棟
の
計
算
配
置
図
 
１
階

 

図
－
１
 
第
１
棟
の
計
算
配
置
図
 
１
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 
変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料―8 別添 
人が常時勤務し，又は頻繁に出入する原子力施設内の場所における線量率に関する説明書 

(中略)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

添付資料―8 別添 
人が常時勤務し，又は頻繁に出入する原子力施設内の場所における線量率に関する説明書 

(中略) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
－
１
 
第
１
棟
の
区
域
区
分
図
 
１
階

 

図
－
１
 
第
１
棟
の
区
域
区
分
図
 
１
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 添付資料－9 

第1棟の機器構造図 

(中略) 

 (現行記載なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

添付資料－9 

第1棟の機器構造図 

(中略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
 
 

 

（単位:mm） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料－10 

第 1 棟の火災防護に関する説明書並びに消火設備の取付箇所を明示した図面 
（中略） 

 
（中略） 

添付資料－10 
第 1 棟の火災防護に関する説明書並びに消火設備の取付箇所を明示した図面 

（中略） 

 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（屋内消火栓設備

の配置変更） 
 

 
 

図
－

1 
 
第

1
棟
の
消
火
設
備
の
取
付
箇
所
を
明
示
し
た
図

面
 

図
－

1 
 
第

1
棟
の
消
火
設
備
の
取
付
箇
所
を
明
示
し
た
図
面

 

第
1
棟
 

1
階

 

第
1
棟
 

1
階

 

液
体
廃
棄
物
予
備
室
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料－11 

第1棟の安全避難通路に関する説明書及び安全避難通路を明示した図面 
（中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

添付資料－11 
第1棟の安全避難通路に関する説明書及び安全避難通路を明示した図面 

（中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図
－
１
 
第
１
棟
の
安
全
避
難
通
路
を
明
示
し
た
図
面

 

図
－
１
 
第
１
棟
の
安
全
避
難
通
路
を
明
示
し
た
図
面

 

第
1
棟
 

1
階

 

第
1
棟
 

1
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料－12 

第 1 棟の非常用照明に関する説明書及び取付箇所を明示した図面 
（中略） 

 
（中略） 

添付資料－12 
第 1 棟の非常用照明に関する説明書及び取付箇所を明示した図面 

（中略） 

 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（非常用照明器具

の追加） 
 
 
 
 
廃液払出し場所の変

更に伴う部屋名称の

変更 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（通路誘導灯の配

置変更） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図
－

1 
 第

1
棟
の
非
常
用
照
明
の
取
付
箇
所
を
明
示
し
た
図
面

 

液
体
廃
棄
物
予
備
室
 

図
－

1 
 第

1
棟
の
非
常
用
照
明
の
取
付
箇
所
を
明
示
し
た
図
面

 

第
1
棟
 

1
階

 

第
1
棟
 

1
階
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
 

 

 
（中略） 

 

 

 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計進捗による見直

し（通路誘導灯の配

置変更） 
 

  

図
－

3 
 第

1
棟
の
非
常
用
照
明
の
取
付
箇
所
を
明

示
し
た
図
面

 

第
1
棟
 

3
階

 

第
1
棟
 

3
階

 

図
－

3 
 第

1
棟
の
非
常
用
照
明
の
取
付
箇
所
を
明
示
し
た
図
面
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 
変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料-13 

第1棟の設置について 

 

（中略） 
 
2.工程 

 

 

 
 
 
 
 
 
（中略） 

添付資料-13 

第1棟の設置について 

 

（中略） 

 
2.工程 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
工程の見直しによる

変更 
 

年

月 8 9 1012 12 3 4 5 6 78 9 10 11 12

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

2 3 4 5 6 78 9 10 111

建設工事

運　　用

10 11 12 11 12 12 3 4 5 6 7
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－15 

 
第1棟の液体廃棄物一時貯留設備及び換気空調設備における適切な材料の使用について 

 
第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備に対する考慮については，「2.41.1.3.3 放

射性の液体廃棄物の考慮」のとおりである。 
そのうち，適切な材料の使用については，次のとおりである。 
 
第1棟の液体廃棄物一時貯留設備において取り扱う第1棟液体廃棄物には，分析作業において

硝酸，アルカリ等による溶解，分離等の作業に伴い発生する廃液や洗浄等によって発生する廃

液（分析廃液）と，塩酸を使用する分析作業で発生する廃液（塩酸含有廃液）がある。 
これらの廃液のうち，分析廃液を一時的に保管する分析廃液中間受槽，分析廃液受槽A～C及

び主要配管については，主に硝酸や硫酸に対する耐食性を考慮する必要があることから，硝酸

や硫酸に対する耐食性に優れているSUS316Lを使用する。 
塩酸含有廃液を一時的に保管する塩酸含有廃液受槽については，塩酸による鋼材の腐食を防

止するため，塩酸に対する耐食性に優れているテフロン樹脂を受槽の内面にライニングする。 
 
換気空調設備に対する考慮については，「2.41.1.3.4 放射性気体廃棄物の考慮」のとおり

である。ここでは，換気空調設備は，鉄セル，グローブボックス，フード等の排気を，高性能

フィルタにより，放射性物質を十分低い濃度になるまで除去した後，排気口から放出する設計

としている。この設計に関連した主要排気管の材料の使用については，次のとおりである。 
 
鉄セル及びグローブボックスからの排気を取り扱う主要排気管にはSUS304を使用する。な

お，鉄セル及びグローブボックスでは試料の採取，粉砕，試料調製といった作業を行うが，試

薬は使用しない。このため，鉄セル及びグローブボックスからの排気中に腐食性のものは含ま

れない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付資料－15 
 

第1棟の液体廃棄物一時貯留設備及び換気空調設備における適切な材料の使用について 
 

第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備に対する考慮については，「2.41.1.3.3 放
射性の液体廃棄物の考慮」のとおりである。 
そのうち，適切な材料の使用については，次のとおりである。 
 
第1棟の液体廃棄物一時貯留設備において取り扱う第1棟液体廃棄物には，分析作業において

硝酸，アルカリ等による溶解，分離等の作業に伴い発生する廃液や洗浄等によって発生する廃

液（分析廃液）と，塩酸を使用する分析作業で発生する廃液（塩酸含有廃液）がある。また，

手洗い等によって発生する腐食のおそれのない廃液（設備管理廃液）がある。 
これらの廃液のうち，分析廃液を一時的に保管する分析廃液中間受槽，分析廃液受槽A～C及

び分析廃液が流れる主要配管については，主に硝酸や硫酸に対する耐食性を考慮する必要があ

ることから，硝酸や硫酸に対する耐食性に優れているSUS316Lを使用する。 
塩酸含有廃液を一時的に保管する塩酸含有廃液受槽については，塩酸による鋼材の腐食を防

止するため，塩酸に対する耐食性に優れているテフロン樹脂を受槽の内面にライニングする。 
設備管理廃液を一時的に保管する設備管理廃液受槽A，B及び設備管理廃液が流れる主要配管

については，SUS304を使用する。 
 
換気空調設備に対する考慮については，「2.41.1.3.4 放射性気体廃棄物の考慮」のとおり

である。ここでは，換気空調設備は，鉄セル，グローブボックス，フード等の排気を，高性能

フィルタにより，放射性物質を十分低い濃度になるまで除去した後，排気口から放出する設計

としている。この設計に関連した主要排気管の材料の使用については，次のとおりである。 
 
鉄セル及びグローブボックスからの排気を取り扱う主要排気管にはSUS304を使用する。な

お，鉄セル及びグローブボックスでは試料の採取，粉砕，試料調製といった作業を行うが，試

薬は使用しない。このため，鉄セル及びグローブボックスからの排気中に腐食性のものは含ま

れない。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－16 

第1棟の液体廃棄物一時貯留設備に関する警報について 
 

第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備に対する考慮については，「2.41.1.3.3 放射

性の液体廃棄物の考慮」のとおりである。 
 

そのうち，槽水位については，分析廃液中間受槽，分析廃液受槽A～C，塩酸含有廃液受槽に

設置した水位計により検知し，漏えい検知については，液体廃棄物一時貯留室内の漏えい防止

堰(1)～(3)に設置した漏えい検知器により検知する。 
 

槽水位，漏えい検知等の警報については，上記の水位計，漏えい検知器等が異常を検知した

際に，異常の発生を確実に運転員に伝え適切な措置をとれるようにするため，運転員が常駐し

ている第1棟3階の設備監視室において，第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備の運

転状態を監視できるようにするとともに，警報発報時には運転員がこの警報に係る異常に対し

て適切な対応をとる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付資料－16 

第1棟の液体廃棄物一時貯留設備に関する警報について 
 
第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備に対する考慮については，「2.41.1.3.3 放射

性の液体廃棄物の考慮」のとおりである。 
 
そのうち，分析に伴って発生する廃液の槽水位については，分析廃液中間受槽，分析廃液受

槽A～C，塩酸含有廃液受槽に設置した水位計により検知し，漏えい検知については，液体廃棄

物一時貯留室内の漏えい防止堰(1)～(3)に設置した漏えい検知器により検知する。 
 
槽水位，漏えい検知等の警報については，上記の水位計，漏えい検知器等が異常を検知した

際に，異常の発生を確実に運転員に伝え適切な措置をとれるようにするため，運転員が常駐し

ている第1棟3階の設備監視室において，第1棟液体廃棄物を一時的に保管するための設備の運

転状態を監視できるようにするとともに，警報発報時には運転員がこの警報に係る異常に対し

て適切な対応をとる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－18 

第1棟の運転員の誤操作の防止について 

 

運転員の誤操作を防止するための設計上の考慮としては，「Ⅱ.1.14 設計上の考慮」のとお

りである。これに基づき，第1棟では以下のとおり設計上の考慮を行う。 

 

液体廃棄物一時貯留設備では，移送時に運転員が適切に操作でき，誤操作をしないようにす

るため，各受槽に貯留している容量を確認できる液位計を備えている。運転員の誤操作は，こ

の液位計により以下のように防止される。 

分析廃液の移送前に，分析廃液を受け入れる側の受槽の液位計により，現在の受け入れ可能

な容量を確認できる。これにより，運転員が，受け入れ可能な量を超えるような移送を計画す

ることを防止できる。また分析廃液の移送の開始後においても，液位計により逐次受け入れた

液量を確認し，所定の量が移送された時点で分析廃液の移送を手動で停止する，又は移送元側

の槽の分析廃液が無くなったとき（槽の最低液位まで液位が低下したとき）に移送が自動的に

停止することで，計画する量以上の分析廃液を移送しない設計とする。 

以上のように液位計を用いた運転操作により誤操作が防止されるが，それでもなお運転員が

誤った操作をしようとした際にも，以下の設備対応により，その実施が防止される。 

分析廃液について，分析廃液中間受槽から分析廃液受槽A～Cへの移送において，分析廃液受

槽A～Cが満水になり，溢れ出ないよう，分析廃液受槽A～Cが満水近くになった場合には，液位

計からの満水に達することを防止するための信号により，それ以上，分析廃液が入らないよう

に入口側のバルブが自動で閉止し，移送を停止するよう設計している。また，分析廃液受槽A

～Cが満水近くであることに運転員が気付かずに，分析廃液移送ポンプA,Bを操作して，更に分

析廃液を移送しようとした場合にも，液位計からの満水に達することを防止するための信号が

入った状態が維持されている限り，入口側のバルブが開かず，移送を停止するよう設計してい

る。 

換気空調設備については，管理区域用排風機が停止している際に，運転員が管理区域用送風

機を作動させて建屋内が正圧になり，管理区域内の放射性物質が外に出ることを防止するた

め，管理区域用排風機の停止を示す信号により，管理区域用送風機が作動しないように設計し

ている。 

 
 
 
 
 

 

添付資料－18 

第1棟の運転員の誤操作の防止について 

 

運転員の誤操作を防止するための設計上の考慮としては，「Ⅱ.1.14 設計上の考慮」のとお

りである。これに基づき，第1棟では以下のとおり設計上の考慮を行う。 

 

液体廃棄物一時貯留設備では，分析廃液の移送時に運転員が適切に操作でき，誤操作をしな

いようにするため，各受槽に貯留している容量を確認できる液位計を備えている。運転員の誤

操作は，この液位計により以下のように防止される。 

分析廃液の移送前に，分析廃液を受け入れる側の受槽の液位計により，現在の受け入れ可能

な容量を確認できる。これにより，運転員が，受け入れ可能な量を超えるような移送を計画す

ることを防止できる。また分析廃液の移送の開始後においても，液位計により逐次受け入れた

液量を確認し，所定の量が移送された時点で分析廃液の移送を手動で停止する，又は移送元側

の槽の分析廃液が無くなったとき（槽の最低液位まで液位が低下したとき）に移送が自動的に

停止することで，計画する量以上の分析廃液を移送しない設計とする。 

以上のように液位計を用いた運転操作により誤操作が防止されるが，それでもなお運転員が

誤った操作をしようとした際にも，以下の設備対応により，その実施が防止される。 

分析廃液について，分析廃液中間受槽から分析廃液受槽A～Cへの移送において，分析廃液受

槽A～Cが満水になり，溢れ出ないよう，分析廃液受槽A～Cが満水近くになった場合には，液位

計からの満水に達することを防止するための信号により，それ以上，分析廃液が入らないよう

に入口側のバルブが自動で閉止し，移送を停止するよう設計している。また，分析廃液受槽A

～Cが満水近くであることに運転員が気付かずに，分析廃液移送ポンプA,Bを操作して，更に分

析廃液を移送しようとした場合にも，液位計からの満水に達することを防止するための信号が

入った状態が維持されている限り，入口側のバルブが開かず，移送を停止するよう設計してい

る。 

換気空調設備については，管理区域用排風機が停止している際に，運転員が管理区域用送風

機を作動させて建屋内が正圧になり，管理区域内の放射性物質が外に出ることを防止するた

め，管理区域用排風機の停止を示す信号により，管理区域用送風機が作動しないように設計し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
誤操作防止に係る適

用範囲の明確化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－20 

第1棟の設備の構造強度に関する検討結果 

 (中略) 

 (現行記載なし) 

 

 

 

 

添付資料－20 

第1棟の設備の構造強度に関する検討結果 

 (中略) 

2.4 設備管理廃液受槽 A，B 

2.4.1 評価箇所 

強度評価箇所を図－5に示す。 

 

 

 

図中の番号は 2.4.2 の番号に対応する。 

図－5 設備管理廃液受槽 A，B概要図 

 

2.4.2 評価方法 

(1) 胴の厚さの評価 

胴に必要な厚さは，次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

a. 胴の規格上必要な最小厚さ：t1 

炭素鋼鋼板または低合金鋼鋼板で作られたものの場合は 3mm，その他の材料で作られた

ものの場合は 1.5mm とする。 

 

 

 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う見直し 
 
 
 
 

 

(3)①②⑤ 

(1) 

(2) (3)④，(4) 

(3)③ 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
  

(現行記載なし) 

 

 

 

 

 

b. 胴の計算上必要な厚さ：t2 

 

 

(2) 底板の厚さの評価 

底板に必要な厚さは，次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

a. 鏡板のフランジ部の計算上必要な厚さ：t1 

Ｐ･1.22･Ｓ･η

Ｐ･Ｄ
t ｉ
1  

Ｐ ：最高使用圧力(MPa) 

Ｄｉ ：胴の内径(mm) 

Ｓ ：許容引張応力(MPa) 

η ：継手効率(-) 

 

b. 鏡板の計算上必要な厚さ：t2 

･Ｐ0.2η･Ｓ･2

Ｐ･Ｒ･Ｗ
ｔ2  

Ｒ ：鏡板の中央部における内面の半径(mm) 

Ｗ ：さら形鏡板の形状による係数(-) 

ｒ ：さら形鏡板のすみの丸みの内半径(mm) 

ただし，
ｒ

Ｒ
3

4

1
Ｗ  

 

(3) 管台の厚さの評価（①，②，③，④，⑤） 

管台に必要な厚さは，次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

a. 管台の計算上必要な厚さ：t1 

η･Ｓ･0.204

ρ･Ｈ･Ｄ
t i
1  

Ｄｉ ：管台の内径(m) 

Ｈ ：水頭(m) 

ρ ：液体の比重(-) 

Ｓ ：許容引張応力(MPa) 

η ：継手効率(-) 

 

b. 管台の規格上必要な最小厚さ：t2 

管台の外径に応じ，設計・建設規格 表 PVC-3980-1 により求めた管台の厚さとする。 

0.204･Ｓ･η

･Ｈ･ρＤ
t ｉ
2  

Ｄｉ ：胴の内径(m) 

Ｈ ：水頭(m) 

ρ ：液体の比重(-) 

Ｓ ：許容引張応力(MPa) 

η ：継手効率(-) 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 

 (現行記載なし) 

 

 

 

 

 

(4) 開放タンクの穴の補強計算 

開放タンクの鏡板の穴の径が 85mm を超えるので，穴の補強計算を実施する。 

a. 補強に有効な範囲内にある補強に有効な総面積が，補強に必要な面積より大きくなる

ようにすること（図－6参照）。 

 

b. 内径が 1500mm 以下の胴に設ける穴の径が胴の内径の 2 分の 1（500mm を超える場合

は，500mm）以下及び内径が 1500mm を超える場合に設ける穴の径が胴の内径の 3分の 1

（1000mm を超える場合は，1000mm）以下の場合は，大きい穴の補強計算は必要ない。 

 

c. 溶接部の強度として，予想される破断箇所の強さが，溶接部の負うべき荷重以上であ

ること。 

 

 

ｄ ： 穴の径(mm) Ｘ，Ｙ１ ： 補強の有効範囲(mm) 

ｄｗ ： 管台が取り付く穴の径(mm) Ｌ１，Ｌ４ ： 溶接寸法(mm) 

Ｄｏｎ ： 管台の外径(mm) Ａｒ ： 補強に必要な面積(mm2) 

ｔｃ ： 鏡板の最小厚さ(mm) Ａ１ ： 鏡板の有効補強断面積（mm2） 

ｔｃｒ ： 鏡板の計算上必要な厚さ(mm) Ａ２ ： 管台の有効補強断面積（mm2） 

ｔｎ ： 管台の最小厚さ(mm) Ａ３ ： すみ肉溶接部の有効補強断面積（mm2） 

ｔｎｒ ： 管台の計算上必要な厚さ(mm) Ａ０ ： 補強に有効な総面積（＝Ａ１＋Ａ２＋Ａ３）（mm2） 

ｔｎｏ ： 管台の呼び厚さ(mm)    

 

図－6 補強計算概念図 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 

 (現行記載なし) 

 

 

 

 

 

2.4.3 評価結果 

評価結果を表－5，6 に示す。必要厚さ及び穴の補強を満足しており，十分な構造強度

を有することを確認した。 

 

表－5 設備管理廃液受槽 A，Bの評価結果（板厚） 

機器名称 評価部位 必要厚さ(mm) 最小厚さ(mm) 

設備管理廃液 

受槽 A，B 

胴の厚さ 1.50 6.57 

底板の厚さ 1.14 4.45 

管台①の厚さ 1.70 3.13 

管台②の厚さ 2.70 3.75 

管台③の厚さ 2.70 4.01 

管台④の厚さ 3.50 4.45 

管台⑤の厚さ 1.40 2.40 

 

表－6 設備管理廃液受槽 A，Bの評価結果（穴の補強） 

機器名称 評価部位 評価結果 

設備管理廃液 

受槽 A，B 
鏡板の穴 

補強に必要な 

面積(mm2) 

補強に有効な 

総面積(mm2) 

48.49 555.1 

大きな穴の補強を 

要しない最大径(mm) 
穴の径(mm) 

1000.00 105.40 

溶接部の負うべき 

荷重(N) 

予想される破断箇所の 

強さ(N) 

-4.636×104 －※ 

※ 溶接部の負うべき荷重が負であり溶接部の強度計算は不要 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 

2.4 主要配管（鋼管） 

2.4.1 評価箇所 

強度評価箇所を図－5に示す。 

 

 

図中の番号は 2.4.3 の番号に対応する。 

図－5 液体廃棄物一時貯留室 主要配管（鋼管）強度評価箇所 

 
（現行記載なし） 
 
 

 

2.5 主要配管（鋼管） 

2.5.1 評価箇所 

強度評価箇所を図－7，8に示す。 

 

 

図中の番号は 2.5.3 の番号に対応する。 

図－7 液体廃棄物一時貯留室 主要配管（鋼管）強度評価箇所（その 1） 

 

 

図中の番号は2.5.3の番号に対応する。 

図－8 液体廃棄物一時貯留室 主要配管（鋼管）強度評価箇所（その2） 

 

 
2.4 設備管理廃液受槽

A,B の追加に伴う項番

号、図番号の修正 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 

2.4.2 評価方法 

(1) 管の厚さの評価 

管の必要な厚さは，次に掲げる値以上とする。 

a. 内面に圧力を受ける管の計算上必要な厚さ：ｔ 

･Ｐ0.8η･Ｓ･2

Ｐ･Ｄ
t ｏ  Ｐ ：最高使用圧力(MPa) 

Ｄｏ ：管の外径(mm) 

Ｓ ：許容引張応力(MPa) 

η ：継手効率(-) 

b. 外面に圧力を受ける管の計算上必要な厚さ：ｔ 

B4

ＤＰ3
t ｏe  

Ｐe ：外面に受ける最高の圧力(MPa) 

Ｄｏ ：管の外径(mm) 

Ｂ ：設計・建設規格 付録材料図 表 Part7 より求めた値  

 

2.4.3 評価結果 

評価結果を表－5に示す。必要厚さを満足しており，十分な構造強度を有していること

を確認した。 

 

表－5 主要配管（鋼管）の評価結果 

No. 

外径 

Ｄｏ 

(mm) 

公称 

厚さ 

(mm) 

材料 

最高使用圧力 

Ｐ 

(MPa) 

最高使用 

温度 

(℃) 

必要厚さ 

(mm) 

最小厚さ 

(mm) 

① 76.3 5.20 SUS316LTP 0.98 *1 66 0.35 4.55 

② 48.6 3.70 SUS316LTP 0.98 *1 66 0.22 3.20 

③ 60.5 3.90 SUS316LTP 大気圧+Vac. *2 66 0.54 3.40 

*1 内面に圧力を受ける管 

*2 外面に圧力を受ける管, 最高使用圧力 0.10MPa 

 

 

 

 

 

 

2.5.2 評価方法 

(1) 管の厚さの評価 

管の必要な厚さは，次に掲げる値以上とする。 

a. 内面に圧力を受ける管の計算上必要な厚さ：ｔ 

･Ｐ0.8η･Ｓ･2

Ｐ･Ｄ
t ｏ  Ｐ ：最高使用圧力(MPa) 

Ｄｏ ：管の外径(mm) 

Ｓ ：許容引張応力(MPa) 

η ：継手効率(-) 

b. 外面に圧力を受ける管の計算上必要な厚さ：ｔ 

B4

ＤＰ3
t ｏe  

Ｐe ：外面に受ける最高の圧力(MPa) 

Ｄｏ ：管の外径(mm) 

Ｂ ：設計・建設規格 付録材料図 表 Part7 より求めた値  

 

2.5.3 評価結果 

評価結果を表－7に示す。必要厚さを満足しており，十分な構造強度を有していること

を確認した。 

 

表－7 主要配管（鋼管）の評価結果 

No. 

外径 

Ｄｏ 

(mm) 

公称 

厚さ 

(mm) 

材料 

最高使用圧力 

Ｐ 

(MPa) 

最高使用 

温度 

(℃) 

必要厚さ 

(mm) 

最小厚さ 

(mm) 

① 76.3 5.20 SUS316LTP 0.98 *1 66 0.35 4.55 

② 48.6 3.70 SUS316LTP 0.98 *1 66 0.22 3.20 

③ 60.5 3.90 SUS316LTP 大気圧+Vac. *2 66 0.54 3.40 

④ 60.5 3.90 SUS304TP 大気圧+Vac. *2 66 0.54 3.40 

*1 内面に圧力を受ける管 

*2 外面に圧力を受ける管, 最高使用圧力 0.10MPa 

 

 

 
2.4 設備管理廃液受槽

A,B の追加に伴う項番

号、表番号の修正 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－21 

 

第 1 棟の設備の耐震強度に関する検討結果 

（中略） 

 

(1) 設備の重要度による耐震クラス別分類 

耐震クラス別 

 

設備 
Ｂ Ｃ 

2.41 放射性物質分析・ 

研究施設第 1棟 

  

(1) 分析設備 ○鉄セル グローブボックス 

フード 

 

 

(2) 液体廃棄物 

一時貯留設備 

○分析廃液中間受槽 

○分析廃液受槽 A～C 

○塩酸含有廃液受槽 

○分析廃液移送ポンプ A，B 

○主要配管（鋼管）＊1 

 

 

 

(3) 換気空調設備 ○鉄セル・グローブボックス用排

気フィルタユニット 

○主要排気管（鋼管）＊2 

フード用排気フィルタユニット 

管理区域用排気フィルタユニット 

鉄セル・グローブボックス用排風

機 

フード用排風機 

管理区域用排風機 

管理区域用送風機 

 

 

備考 ○印は，評価結果を本資料にて示すもの 

＊1：分析廃液中間受槽出口から分析廃液移送ポンプ入口まで， 

分析廃液移送ポンプ出口から分析廃液受槽 A～C入口まで， 

及び分析廃液受槽 A～C出口から分析廃液払出口まで 

  ＊2：鉄セル排気出口から鉄セル・グローブボックス用排気フィルタユニット入口まで 

 

 
 
 
 
 

 

添付資料－21 

 

第 1 棟の設備の耐震強度に関する検討結果 

（中略） 

 

(1) 設備の重要度による耐震クラス別分類 

耐震クラス別 

 

設備 
Ｂ Ｃ 

2.41 放射性物質分析・ 

研究施設第 1棟 

  

(1) 分析設備 ○鉄セル グローブボックス 

フード 

 

 

(2) 液体廃棄物 

一時貯留設備 

○分析廃液中間受槽 

○分析廃液受槽 A～C 

○塩酸含有廃液受槽 

○分析廃液移送ポンプ A，B 

○主要配管（鋼管）＊1 

 

 

設備管理廃液受槽 A，B 

主要配管(鋼管)＊3 

(3) 換気空調設備 ○鉄セル・グローブボックス用排

気フィルタユニット 

○主要排気管（鋼管）＊2 

フード用排気フィルタユニット 

管理区域用排気フィルタユニット 

鉄セル・グローブボックス用排風

機 

フード用排風機 

管理区域用排風機 

管理区域用送風機 

 

 

備考 ○印は，評価結果を本資料にて示すもの 

＊1：分析廃液中間受槽出口から分析廃液移送ポンプ入口まで， 

分析廃液移送ポンプ出口から分析廃液受槽 A～C入口まで， 

及び分析廃液受槽 A～C出口から分析廃液払出口まで 

  ＊2：鉄セル排気出口から鉄セル・グローブボックス用排気フィルタユニット入口まで 

  ＊3：設備管理廃液受槽 A，B出口から設備管理廃液払出口まで 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
添付資料-21 

第1棟の設備の耐震強度に関する検討結果 
（中略） 

 

添付資料-21 

第1棟の設備の耐震強度に関する検討結果 

（中略） 

 

 
 
設計進捗による見直

し（ポンプ重量の増加

に伴う算出応力の変

更） 
 
 
 

 
3 

2 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
添付資料－22 

第１棟に係る確認事項 

（中略） 

第1棟の設備の工事に係る主要な確認事項を表－2～13に示す。 

（中略） 

（現行記載なし） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－11 確認事項（漏えい検出装置及び警報装置） 

（中略） 

表－12 確認事項（液体廃棄物一時貯留設備の堰） 

（中略） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

添付資料－22 

第１棟に係る確認事項 
（中略） 

第1棟の設備の工事に係る主要な確認事項を表－2～14に示す。 

（中略） 
表－11 確認事項（設備管理廃液受槽 A，B） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 
実施計画に記載されている主な材料

について確認する。 
実施計画のとおりであること。 

寸法確認 
実施計画に記載されている主要寸法

を確認する。 
寸法が許容範囲内であること。 

外観確認 各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。 

据付確認 
機器の据付位置,据付状態について確

認する。 
実施計画のとおり施工・据付されていること。 

耐圧・ 

漏えい確認 

試験圧力で保持した後，試験圧力に耐

えていることを確認する。 

耐圧試験終了後，耐圧部からの漏えい

の有無も確認する。 

試験圧力に耐え，かつ構造物の変形等がないこ

と。 

また，耐圧部から著しい漏えいがないこと。 

 

表－12 確認事項（漏えい検出装置及び警報装置） 

（中略） 

表－13 確認事項（液体廃棄物一時貯留設備の堰） 

（中略） 

 

 
 
 
漏えいを想定する槽

の追加に伴う確認事

項の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表－11 確認事項（設

備管理廃液受槽 A，B）

の追加に伴う表番号

の修正 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変更前 変更後 変更理由 
 

（中略） 

表－13 確認事項（主要配管） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 
実施計画に記載されている主な材料

について確認する。 
実施計画のとおりであること。 

寸法確認 
実施計画に記載されている外径・厚

さを確認する。 
寸法が許容範囲内であること。 

外観確認 各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。 

据付確認 
機器の据付位置，据付状態について

確認する。 

実施計画のとおり施工・据付されているこ

と。 

耐圧・ 

漏えい確認 

試験圧力で保持した後，試験圧力に

耐えていることを確認する。 

耐圧試験終了後，耐圧部からの漏え

いの有無も確認する。*1 

試験圧力に耐え，かつ構造物の変形等がない

こと。 

また，耐圧部から著しい漏えいがないこと。

*1 

*1：試験圧力をかけることが困難な個所については，可能な限り高い圧力で耐圧試験を行い，耐圧部からの漏えいがないことを確

認したのち，代替検査として非破壊検査(浸透探傷試験)で確認する。 

 

 

 

 

第1棟の設備の溶接部に係る主要な確認事項を表－14，15に示す。 

 

表－14 確認事項（分析廃液中間受槽，分析廃液受槽 A～C，塩酸含有廃液受槽） 

（中略） 

 
 
 
 
 
 

 

（中略） 

表－14 確認事項（主要配管） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 
実施計画に記載されている主な材料

について確認する。 
実施計画のとおりであること。 

寸法確認 
実施計画に記載されている外径・厚

さを確認する。 
寸法が許容範囲内であること。 

外観確認 各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。 

据付確認 
機器の据付位置，据付状態について

確認する。 

実施計画のとおり施工・据付されているこ

と。 

耐圧・ 

漏えい確認 

試験圧力で保持した後，試験圧力に

耐えていることを確認する。 

耐圧試験終了後，耐圧部からの漏え

いの有無も確認する。*1 

試験圧力に耐え，かつ構造物の変形等がない

こと。 

また，耐圧部から著しい漏えいがないこと。

*1 

機能・性能 通水確認 通水ができることを確認する。 通水ができること。 

*1：試験圧力をかけることが困難な個所については，可能な限り高い圧力で耐圧試験を行い，耐圧部からの漏えいがないことを確

認したのち，代替検査として非破壊検査(浸透探傷試験)で確認する。 

 

 

第 1 棟の設備の溶接部に係る主要な確認事項を表－15，16 に示す。 

 

表－15 確認事項（分析廃液中間受槽，分析廃液受槽 A～C，塩酸含有廃液受槽） 

（中略） 

 
 

 

 
 
表－11 確認事項（設

備管理廃液受槽 A，B）

の追加に伴う表番号

の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確認事項の見直しに

伴う確認項目の追加 
設計進捗による見直

し（規定圧力で耐圧試

験を行うことが困難

な場合の耐圧代替検

査を追記） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.41 放射性物質分析・研究施設 第 1 棟） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 
 

表-15 確認事項（主要配管） 

確認事項 確認項目 対象設備 確認内容 判定基準 

溶接検査 

材料検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

使用する材料が，溶接規格

等に適合するものであり，

溶接施工法の母材の区分

に適合するものとする。 

使用する材料が，溶接規格

等に適合するものであり，

溶接施工法の母材の区分

に適合するものであるこ

と。 

開先検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

開先形状等が溶接規格等

に適合するものであるこ

とを確認する。 

開先形状等が溶接規格等

に適合するものであるこ

と。 

溶接作業検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

あらかじめ確認された溶

接施工法又は実績のある

溶接施工又は管理された

プロセスを有する溶接施

工法であることを確認す

る。あらかじめ確認された

溶接士により溶接が行わ

れていることを確認する。 

あらかじめ確認された溶

接施工法及び溶接士によ

り溶接施工をしているこ

と。 

非破壊試験 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

溶接部（最終層）について

非破壊検査（浸透探傷検

査）を行い，その試験方法

及び結果が溶接規格等に

適合するものであること

を確認する。 

溶接部（最終層）について

非破壊検査（浸透探傷検

査）を行い，その試験方法

及び結果が溶接規格等に

適合するものであること。 

耐圧・ 

漏えい検査 

外観検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

検査圧力で保持した後，検

査圧力に耐えていること

及び耐圧部から漏えいが

ないことを確認する。 

検査圧力で保持した後，検

査圧力に耐えていること，

耐圧部から漏えいがない

こと及び外観上，傷・へこ

み・変形等の異常がないこ

と。 
 

 
表-16 確認事項（主要配管） 

確認事項 確認項目 対象設備 確認内容 判定基準 

溶接検査 

材料検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

使用する材料が，溶接規格

等に適合するものであり，

溶接施工法の母材の区分

に適合するものとする。 

使用する材料が，溶接規格

等に適合するものであり，

溶接施工法の母材の区分

に適合するものであるこ

と。 

開先検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

開先形状等が溶接規格等

に適合するものであるこ

とを確認する。 

開先形状等が溶接規格等

に適合するものであるこ

と。 

溶接作業検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

あらかじめ確認された溶

接施工法又は実績のある

溶接施工又は管理された

プロセスを有する溶接施

工法であることを確認す

る。あらかじめ確認された

溶接士により溶接が行わ

れていることを確認する。 

あらかじめ確認された溶

接施工法及び溶接士によ

り溶接施工をしているこ

と。 

非破壊試験 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

溶接部（最終層）について

非破壊検査（浸透探傷検

査）を行い，その試験方法

及び結果が溶接規格等に

適合するものであること

を確認する。 

溶接部（最終層）について

非破壊検査（浸透探傷検

査）を行い，その試験方法

及び結果が溶接規格等に

適合するものであること。 

耐圧・ 

漏えい検査 

外観検査 

分析廃液中間受槽出口か

ら分析廃液移送ポンプ入

口までの外径61㎜以上の

主要配管 

検査圧力で保持した後，検

査圧力に耐えていること

及び耐圧部から漏えいが

ないことを確認する。*1 

検査圧力で保持した後，検

査圧力に耐えていること，

耐圧部から漏えいがない

こと及び外観上，傷・へこ

み・変形等の異常がないこ

と。*1 

*1：試験圧力をかけることが困難な個所については，可能な限り高い圧力で耐圧試験を行い，耐圧部からの漏えいがない

ことを確認したのち，代替検査として非破壊検査(放射線透過試験)で確認する。 

 
表－11 確認事項（設備

管理廃液受槽 A，B）

の追加に伴う表番号

の修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計進捗による見直し 
（規定圧力で耐圧試験

を行うことが困難な場

合の耐圧代替検査を追

記） 
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